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研究分野
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学歴

経歴

所属学会（役職）

【2018年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1 共著 弘文堂,284ページ 遠藤公久 2019.02

2

3

（２）論文

1 共著
日本保健科学学会誌 ；
21(1)；ｐ14-22

森田 牧子, 渡辺 多
恵子, 山村 礎, 習田

2018

2

3

（３）学会発表

1

2

3

（４）その他

1

2

3

２．競争的資金等の研究

研究期間

1
平成30年度～32年
度

2

3

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 2018.12-2019.01

2 2018.04-07

3 2018.10

（２）演習

1 2018.04-07

2

3

看護を学ぶ人のための心理学

地域精神看護学、産業保健、訪問看護

博士（看護学）

日本赤十字看護大学、首都大学東京人間健康科学研究科博士前期課程

首都大学東京健康福祉学部看護学科助教

日本看護科学学会、日本精神保健看護学会、日本在宅ケア学会、日本保健科学学会

研究名、研究代表者・研究分担者の別

在宅精神障害者を支援する訪問看護師
が抱える困難感

競争的資金等の名称

日本学術振興会　基盤C
在宅における精神障害者虐待予防に向けた訪問看
護ケアプログラムの構築
研究代表者

メンタルヘルス論
日本におけるメンタルへルスの現状と法律の歴史、産業看護として
の職務、義務等について講義を行った。

精神看護学Ⅱ

再構成ではロールプレイを用いて事例展開を行い、学生がイメージ
しやすいように指導を行った。ケアプランでは身体だけでなく精神も
含め、かつ包括ケアも意識したプランの作成を指導した。

精神看護学Ⅰ
地域における精神看護では、在宅精神障害者の生活の実際、生活に必要
な法律、社会サービス、訪問看護等を講義した。自殺については若年者の
自殺の増加について、予防、取り組み、遺族への支援について講義した。

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

精神看護学Ⅱ

訪問看護では、病院で必要とされる看護と在宅で必要とされる訪問
看護について、経験した事例や映像を用いて学生が精神科看護を
具体的に理解できる講義を行った。気分障害への看護は学生が具
体的にイメージしやすいように映像を用いて、アセスメントと看護の特
徴について講義を行った。



（３）実習

1 2018.04-2019.03

2 2017.10-12

3 2017.07

（４）論文指導

1
埼玉精神神経セン
ター

2

3

（５）その他

1 2018.5

2 2018.10

3 2018.11

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1
埼玉精神神経セン
ター

2018.04-2019.03

2

3

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1 2011～現在

2 2017～現在

3 2017.04-2019.03

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

2

3

５．学内運営（委員会委員）

1

2

3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

該当なし

職場のメンタルヘルス 埼玉県立大学公開講座

NPO法人アドボケイト会

家族のためのリカバリートーク 埼玉県立大学公開講座

日本精神保健看護学会企画委員 日本精神保健看護学会

アルコール依存症への支援 埼玉県立大学公開講座

埼玉精神神経センター　看護研究 看護研究の進め方、1年間の研究指導

実習調整会

該当なし

該当なし

IPW実習科目責任者

該当なし

東京都第三者評価委員（評価者） 東京都福祉サービス評価推進機構

NPO法人アドボケイト会　理事

精神看護学実習
精神科急性期病棟における看護において、精神障害者の問題解決
だけでなくストレングスにも着目してケアプランが立てることができる
ように関わった。

IPW演習
IPW実習科目責任者として年間の活動を行った。実習は地区担当と
して参加。学生が連携に関して自主的に学び、チーム形成が行えた
成果を報告会の開催等により支援した。

総合実習
精神科スーパー救急病棟において、入院から退院後の生活まで多
職種による包括ケアを学ぶことができるように事例展開の指導を
行った。

埼玉精神神経センター　看護研究 看護研究の進め方、1年間の研究指導（12件）


